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新型コロナウイルス感染症の影響により、要項の記載内容（日程、試験会場等）

に変更が生じる場合がありますので、兵庫県教育委員会教職員課のホームページ

をこまめに確認してください。 

 

令和４年度兵庫県公立学校教員採用候補者選考試験 

出願に関するＱ＆Ａ 

 

Ⅰ 電子申請入力について 

Ｑ１：出願は電子申請（インターネット）でしかできませんか？ 

Ａ：今年度の募集からインターネットでの電子申請のみの出願になります。スマートフォンからも

申請できます。申請にあたっては、実施要項 p.15～24「出願（電子申請の手引き）」をよく読

んで入力してください。 

なお、郵送および持参による受付は行いません。 

 

Ｑ２：個人のメールアドレスをもっていないのですが、出願できますか？ 

Ａ：今年度の募集から受験票は電子メールで PDF データを送ることになりましたので、送付用のメ

ールアドレスが必要です。なお、スマートフォン等で、迷惑メール対策のためドメイン指定受

信が設定されている場合は、入力フォームに記載されているドメインを受信できるようにして

ください。また、出願時に使用したメールアドレスは消さないようにしてください。 

 

Ｑ３：電子申請で出願した後、申請内容に誤りがありました。２度目の出願や訂正、出願の取り下げ

はできますか？ 

 Ａ：できません。ただし、氏名、生年月日、住所等の重要な個人情報については修正できますので、

電話にて修正の連絡をお願いします。なお、出願区分や加点措置の有無等の試験に関する部分

については一切訂正・変更等はできません。入力後、入力内容に誤りがないか、よく確認して

から申請（出願）してください。 

 

Ｑ４：「部活動歴」の欄の継続期間は必ず入力しないといけませんか？ 

Ａ：できるだけ入力してください。 

 

Ｑ５：留学経験がある場合はどこに入力すればよいですか？ 

Ａ：「学外活動歴」の欄に入力してください。 

 

Ｑ６：「得意分野・重点履修分野」「研究テ－マ」は入力しなければならないのですか？ 

Ａ：必ず入力してください。 

 

Ｑ７：「指導できる部活動」は、自分の判断で入力すればいいのですか？ 

Ａ：その通りです。 

 

 

Ⅱ 出願について 

Ｑ８：兵庫県と同時に他の自治体に出願できますか？  

Ａ：出願は可能ですが、試験日程が重複する場合、受験できないことがあります。 
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Ｑ９：科目ごとの募集人員は？  

Ａ：実施要項に明記しています。       （要項ｐ.2「Ⅰ 募集区分・教科・人数」参照） 

 

Ｑ10：中・高の音楽の教員免許を持っていますが、小学校の音楽専科として出願できますか？ 

Ａ：兵庫県公立学校教員採用候補者選考試験では小学校の音楽専科の募集はしていません。また、

出願する区分の教諭普通免許状が出願資格となっていますので、小学校の免許がなければ、小

学校の受験資格はありません。            （要項 p.3「Ⅱ 出願資格」参照） 

 

Ｑ11：現在、教諭として他府県の公立小学校で勤務をしていますが、特別支援学校区

分で現職一般・専門試験免除として出願できますか？  

Ａ：できません。現職一般・専門試験免除は、出願時において受験する区分の学校に在籍し、受験

する教科と同一の教職経験に限ります。 

（要項 p.5「Ⅲ４（２） 現職一般・専門試験免除」参照） 

 

Ｑ12：中学と高校との併願はできますか？ 

Ａ：併願はできません。重複出願はすべて無効となります。 

ただし、中学校・特別支援学校区分（国語・数学・保健体育・音楽・美術・英語・家庭）およ

び高等学校区分（国語・数学・保健体育・音楽・美術・英語・家庭）の受験者のうち、第２希

望として高等学校区分（国語・数学・保健体育・音楽・美術・英語・家庭）または中学校・特

別支援学校区分（国語・数学・保健体育・音楽・美術・英語・家庭）を希望することができま

す。 

また、養護教諭区分の受験者のうち、高等学校看護の免許を持つ者は、第２希望として高等学

校区分の看護を希望することができます。 

希望する者は、電子申請の所定欄に入力してください。 

（要項 p.8「Ⅲ８ 第２希望〔中学校・特別支援学校区分、高等学校区分〕参照） 

 

Ｑ13：臨時講師としての勤務に対して加点措置はありますか？ 

Ａ：常勤の臨時講師の教職経験を有する者については、平成３０年４月１日から令和３年３月３１

日の間に本県内ある公立学校（神戸市立学校を除く）及び国立大学法人附属学校（以下、「本

県内国公立学校」という）において、常勤の臨時講師として２年以上の教職経験を有し、かつ、

出願時においても本県内国公立学校の常勤の臨時講師または、正規の勤務時間（38 時間 45 分）

の半分以上勤務する会計年度任用職員（非常勤講師）または、週 12 時間以上の授業を担当する

会計年度任用職員（非常勤講師）として任用されている者には、20 点加点します。ただし、受

験する区分及び教科と同一の教職経験に限ります。 

（要項 P.7「Ⅲ６ 加点措置」参照） 

 

Ｑ14：会計年度任用職員（非常勤講師）としての勤務に対して加点措置はありますか？ 

Ａ：会計年度任用職員（非常勤講師）の教職経験を有する者については、平成３０年４月１日から

令和３年３月３１日の間に本県内ある公立学校（神戸市立学校を除く）及び国立大学法人附属

学校（以下、「本県内国公立学校」という）において、会計年度任用職員（非常勤講師）とし

て２年以上の勤務経験を有する者かつ、正規の勤務時間（38 時間 45 分）の半分以上勤務する

会計年度任用職員（非常勤講師）または、週 12 時間以上の授業を担当する会計年度任用職員（非

常勤講師）、かつ、出願時においても本県内国公立学校の常勤の臨時講師または、正規の勤務

時間（38 時間 45 分）の半分以上勤務する会計年度任用職員（非常勤講師）または、週 12 時間

以上の授業を担当する会計年度任用職員（非常勤講師）として任用されている者には、10 点加

点します。ただし、受験する区分及び教科と同一の教職経験に限ります。 

（要項 P.7「Ⅲ６ 加点措置」参照） 
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Ｑ15：外国籍の者が受験する場合、本名・通称名のどちらで出願すべきですか？また、任用の扱いは

どうなりますか？ 

Ａ：本名・通称名のどちらでも可能です。ただし、通称名で受験される場合は、「名前」の欄には

「本名」と「通称名」（ただし通称名（ ）書き）の両方を記入してください。 

  任用の扱いについては、任用の期限を附さない常勤の講師として任用します。 

（要項 p.14「Ⅵ２ 任用に際しての留意事項」参照） 

 

Ｑ16：応募状況は教えてもらえますか？ 

Ａ：出願受付期間（令和３年４月 19 日（月）～５月 14 日（金））終了後、集計ができ次第、兵庫

県教育委員会教職員課のＨＰに掲載します。 

 

Ｑ17：司書教諭資格所有のための必要単位を取得したことを証明できる書類でも加点措置の添付書類

として認められますか？ 

Ａ：認められます。ただし、出願時点で必要単位の取得が完了している場合に限ります。 

 

Ｑ18：添付書類は大学等で一括して送付するほうがいいですか？ 

Ａ：その必要はありません。各受験者で送付してください。 

 

Ｑ19：出願時に切手の送付はしなくてよいのですか？ 

Ａ：今年度の募集から、出願時に切手送付の必要はありません。第１次選考試験の集団面接時に 94

円切手（１次試験合否結果通知用）を持参してください。 

（要項 p.９「Ⅳ２（１）集団面接試験」参照） 

 

[R3.4.22 追記] 

Ｑ20：スマートフォンから出願フォームを開こうとすると、「この手続きは、添付書類の送付が必要

です。現在ご使用のスマートフォンでは、この手続きをご利用になることができません。お手

数ですがパソコンからご利用ください。」というメッセージが表示されました。 

この場合、スマートフォンからの申込みはできませんか？ 

Ａ：基本的には、パソコンからご利用いただくようお願いします。 

なお、スマートフォンの機能で PC 版サイトを表示すれば入力できる場合がありますが、写真デ

ータ(50KB まで)の添付が必要ですのであらかじめご用意ください。 

 

[R3.4.27 追記] 

Ｑ21：会計年度任用職員（非常勤講師）としての勤務に対する加点措置は、令和２年４月１日からの

会計年度任用職員制度導入以前の「非常勤講師」も対象となりますか？ 

Ａ：対象となります。（Ｑ14 のとおり、平成３０年４月１日から令和３年３月３１日の間の教職経

験が対象です。） 

 

Ⅲ その他 

Ｑ22：令和４年度試験の主な変更点（2/18 更新のＨＰ）で「ＩＣＴを活用した模擬授業の導入（新規）」

について、「※ 環境が整えば、中学校（技術）以外の区分教科にも導入する場合がある。」と

ありますが、今年度実施の試験で他教科にも導入する可能性はありますか？ 

Ａ：はい。中学校（技術）以外の区分教科で導入する可能性があります。導入する区分教科が決ま

り次第、ＨＰに掲載しますので、こまめにＨＰを確認してください。 


